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農業委員会新体制決まる

平成29年4月21日、豊岡市農業委員会委員の辞令交付式が行われました。
平成27年9月の農業委員会法改正に伴い、36人の定員が19人に、また新たに農地利用最適化推進委員25人を加
えた44人体制の農業委員会がスタートしました。

　

改
正
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
く

市
長
の
任
命
に
よ
り
、
第
5
期
の

農
業
委
員
会
が
発
足
し
、
会
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

農
業
を
愛
す
る
心
を
強
く
し
、
職

務
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
農
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
大
き
く
強

く
な
る
中
で
、
国
の
農
業
施
策
は

農
地
の
集
積
・
規
模
拡
大
に
よ
る

競
争
力
の
強
化
、
規
制
緩
和
で
企

業
等
の
新
規
参
入
の
促
進
、
来
年

度
か
ら
の
コ
メ
の
生
産
調
整
の
廃

止
な
ど
年
々
急
速
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
農
地
中
間
管
理
機
構

や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど

は
国
の
農
業
改
革
戦
略
の
一
環
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
豊
岡
の
農
業
の
状
況
は

農
業
者
の
高
齢
化
と
減
少
、
後
継

者
・
担
い
手
の
不
足
な
ど
厳
し
さ

は
益
々
進
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
害
鳥
獣
被
害
も
依
然
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中
山

間
地
、
平
地
、
市
街
地
近
郊
と
農

地
の
立
地
は
多
様
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
農
業
や
農
地
管
理

の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
農
業
施
策
は
「
環
境
創
造
型

農
業
」
を
柱
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
下
で
、
今
期
農
業
委

員
会
は
発
足
し
ま
し
た
。
農
業
委

員
と
新
た
に
設
置
さ
れ
た
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
地
域
の

人
と
農
地
を
一
番
良
く
知
る
者
と

し
て
自
覚
を
持
っ
た
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
改
正
農
業
委
員

会
法
は
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

と
し
て
、
農
地
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
等
が
農
業
委
員

会
の
任
務
と
し
て
明
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た

め
に
最
も
重
要
な
の
は
地
域
で
の

話
し
合
い
に
よ
る
合
意
形
成
で
す
。

農
業
委
員
会
は
関
係
機
関
と
の
連

携
を
一
層
密
に
し
て
こ
の
話
し
合

い
の
中
核
を
担
う
べ
く
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

期
農
業
委
員
会
か
ら
地
域
毎
の
担

当
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
一
体
と
な
っ
て
地
域
に
溶
け

込
み
地
域
の
信
頼
を
得
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ�

会 

長
　
森
　
井
　
　
脩
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新
体
制
ス
タ
ー
ト
！
　

新
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

▼豊岡地域

農
業
委
員

北き
た

垣が
き

　
裕ゆ

う

次じ

（
豊
岡
市
百
合
地
）

▼豊岡地域

農
業
委
員

齋さ
い

藤と
う

　
善よ

し

久ひ
さ

（
豊
岡
市
下
宮
）

▼豊岡地域

農
業
委
員

高た
か

尾お

　
利と

し

美み

（
豊
岡
市
気
比
）

▼豊岡地域

農
業
委
員

西に
し

沢ざ
わ

　
泰や

す

裕ひ
ろ

（
豊
岡
市
八
社
宮
）

▼豊岡地域

農
業
委
員

蜂は
ち
須す

賀か

　
久ひ

さ
人と

（
豊
岡
市
森
津
）

▼豊岡地域

農
業
委
員

村む
ら

田た

　
憲の

り

夫お

（
豊
岡
市
野
上
）

▼城崎地域

農
業
委
員

石い
し

橋ば
し

　
重し

げ

利と
し

（
城
崎
町
来
日
）

▼竹野地域

農
業
委
員

尾お

口ぐ
ち

　
正ま

さ

信の
ぶ

（
竹
野
町
椒
）

▼竹野地域

農
業
委
員

加か

悦や

　
富ふ

美み

恵え

（
竹
野
町
三
原
）

▼日高地域

農
業
委
員

上う
え

坂さ
か

　
光み

つ

広ひ
ろ

（
日
高
町
上
石
）

▼日高地域

農
業
委
員

田た

中な
か

　
直な

お

喜き

（
日
高
町
万
場
）

▼日高地域

農
業
委
員

原は
ら

　
　
清き

よ

美み

（
日
高
町
万
劫
）

▼日高地域

農
業
委
員

宮み
や

岡お
か

　
正ま

さ

則の
り

（
日
高
町
浅
倉
）

▼日高地域

農
業
委
員

宮み
や

口ぐ
ち

　
豊
隆

（
日
高
町
観
音
寺
）

▼出石地域

農
業
委
員

井い

谷た
に

　
勝ま

さ

彦ひ
こ

（
出
石
町
桐
野
）

▼出石地域

農
業
委
員

大お
お

原は
ら

　
博ひ

ろ

幸ゆ
き

（
出
石
町
田
多
地
）

▼出石地域

農
業
委
員

水み
ず

嶋し
ま

　
義よ

し

彦ひ
こ

（
出
石
町
嶋
）

▼但東地域

農
業
委
員

永な
が

井い

　
辰た

つ

正ま
さ

（
但
東
町
畑
山
）

▼但東地域

農
業
委
員

森も
り

井い

　
　
脩お

さ
む

（
但
東
町
奥
矢
根
）

▼八条・豊岡地区

推
進
委
員

宮み
や

村む
ら

　
吉よ

し

一か
ず

（
豊
岡
市
九
日
市
上
町
）
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▼中筋地区

推
進
委
員

池い
け

畑は
た

　
一か

ず

己み

（
豊
岡
市
加
陽
）

▼三江地区

推
進
委
員

佐さ

竹た
け

　
澄す

み

雄お

（
豊
岡
市
下
宮
）

▼奈佐地区

推
進
委
員

石い
し

原は
ら

　
章し

ょ
う

二じ

（
豊
岡
市
内
町
）

▼田鶴野地区

推
進
委
員

阪さ
か

井い

　
　
裕ゆ

た
か

（
豊
岡
市
赤
石
）

▼港地区

推
進
委
員

絹き
ぬ

本も
と

　
　
實み

の
る

（
豊
岡
市
気
比
）

▼五荘地区

推
進
委
員

原は
ら

田だ

　
益ま

す

男お

（
豊
岡
市
栃
江
）

▼神美地区

推
進
委
員

栗く
り

原は
ら

　
安や

す

信の
ぶ

（
豊
岡
市
三
宅
）

▼新田地区

推
進
委
員

岡お
か

本も
と

　
光み

つ

夫お

（
豊
岡
市
駄
坂
）

▼城崎地域

推
進
委
員

岩い
わ

本も
と

　
照て

る

雄お

（
城
崎
町
上
山
）

▼竹野南地区

推
進
委
員

福ふ
く

丸ま
る

　
義よ

し

章あ
き

（
竹
野
町
須
谷
）

▼中竹野・竹野地区

推
進
委
員

天あ
ま

野の

　
辰た

つ

男お

（
竹
野
町
羽
入
）

▼国府地区

推
進
委
員

植う
え

村む
ら

　
政ま

さ

明あ
き

（
日
高
町
上
郷
）

▼八代地区

推
進
委
員

平ひ
ら

野の

　
　
薫か

お
る

（
日
高
町
中
）

▼日高地区

推
進
委
員

安や
す

岡お
か

　
平ひ

ら

夫お

（
日
高
町
久
田
谷
）

▼三方地区

推
進
委
員

水み
ず

嶋し
ま

　
明あ

き

彦ひ
こ

（
日
高
町
広
井
）

▼清滝地区

推
進
委
員

西に
し

口ぐ
ち

　
　
覚さ

と
る

（
日
高
町
頃
垣
）

▼西気地区

推
進
委
員

井い
の

上う
え

　
　
孝た

か
し

（
日
高
町
万
劫
）

▼弘道・福住・寺坂地区

推
進
委
員

仲な
か

川が
わ

　
弘ひ

ろ

之ゆ
き

（
出
石
町
上
村
）

▼菅谷地区及び室見台

推
進
委
員

杉す
ぎ

本も
と

　
武た

け

己み

（
出
石
町
細
見
）

▼小坂地区

推
進
委
員

川か
わ

口ぐ
ち

　
義よ

し

昭あ
き

（
出
石
町
水
上
）

▼小野地区

推
進
委
員

中な
か

務つ
か
さ

　
喜よ

し

紹つ
ぐ

（
出
石
町
口
小
野
）

▼資母地区

推
進
委
員

松ま
つ

本も
と

　
雅ま

さ

浩ひ
ろ

（
但
東
町
口
藤
）

▼合橋地区

推
進
委
員

岡お
か
本も

と
　
由ゆ

紀き

夫お

（
但
東
町
河
本
）

▼高橋地区

推
進
委
員

桑く
わ

田だ

　
　
均ひ

と
し

（
但
東
町
平
田
）
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あなたの地域・地区の農業委員と農地利用最適化推進委員です
　みなさんの地域・地区の担当委員をお知らせしますので、農業のことで相談がありましたらお気軽に声をかけ
てください。

地域名 地区名
農業委員 農地利用最適化

推　進　委　員 地域名 地区名
農業委員 農地利用最適化

推　進　委　員
氏　名 氏　名 氏　名 氏　名

豊岡地域

八条・豊岡地区全域
西沢　泰裕

宮村　吉一

日高地域

国府地区全域
上坂　光広

植村　政明

中筋地区全域 池畑　一己 八代地区全域 平野　　薫

三江地区全域 齋藤　善久 佐竹　澄雄 日高地区全域 宮岡　正則 安岡　平夫

田鶴野地区全域 村田　憲夫 阪井　　裕 三方地区全域 宮口　豊隆 水嶋　明彦

五荘地区全域
蜂須賀久人

原田　益男 清滝地区全域 田中　直喜 西口　　覚

奈佐地区全域 石原　章二 西気地区全域 原　　清美 井上　　孝

新田地区全域
北垣　裕次

岡本　光夫

出石地域

弘道・福住・寺坂地区
井谷　勝彦

仲川　弘之

神美地区全域 栗原　安信 菅谷地区及び室見台 杉本　武己

港地区全域 高尾　利美 絹本　　實 小坂地区全域 水嶋　義彦
（田多地・安良を除く） 川口　義昭

城崎地域 城崎地域全域 石橋　重利 岩本　照雄 小野地区全域 大原　博幸
（田多地・安良を含む） 中務　喜紹

竹野地域

竹野南地区全域 尾口　正信 福丸　義章

但東地域

資母地区全域
永井　辰正

松本　雅浩

中竹野・竹野地区全域 加悦富美恵 天野　辰男
（中竹野：福丸義章）

高橋地区全域 桑田　　均

合橋地区全域 森井　　脩 岡本由紀夫

　平成29年５月10日に兵庫県農業会議、兵庫県豊岡農林水産振興事務所、
兵庫みどり公社豊岡農地管理事務所の職員を講師にお招きして、農業委
員・農地利用最適化推進委員合同研修会を開催しました。

農
業
委
員
会
役
員
体
制
に
つ
い
て

　

4
月
の
初
総
会
で
会
長
並
び
に
会
長
職
務
代
理
を
選

出
し
ま
し
た
。

会　
　
　
　

長　
　
　

森
井　
　

脩

会
長
職
務
代
理　
　
　

大
原　

博
幸

会
長
職
務
代
理　
　
　

村
田　

憲
夫

左から）大原会長職務代理、森井
会長、村田会長職務代理
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情報ひろば 人事異動

農業委員会事務局職員の異動
　平成29年４月１日の人事異動に伴い、職員の異動があり
ました。
【転入】
　主査　西田　弥（農業共済課から）
【転出】
　主査　金尾　邦彦（文化振興課へ）

　移住定住施策の一環として、空き家に付随する農地を取得する場合に、農地法に規定する規制を緩和し、
農地取得のための下限面積を引き下げ、農地を取得しやすくする制度が創設されました！

空き家と一緒に農地を「売りたい」「買いたい」方へ

空き家に付随する農地制度のご紹介
　豊岡市農業委員会では、空き家に付随した農地を空き家とともに取得する場合で、次の条件（※１）を
満たすとき、農地法第３条による下限面積（別段の面積）要件を１㎡まで引き下げました。
　売買の難しい空き家に付随した農地について、下限面積を引き下げることで、農業をしたい移住者の選
択肢を拡大し、市外からのＵＩターン者などの移住定住を促進するとともに遊休農地の発生防止、解消及
び農村環境保全を図ることを目的とします。

【手続きの流れ】	
　１　空き家所有者又は購入希望者が農業委員会に事前相談を行う。
　２　空き家に付随する農地指定の申請を農業委員会に行う。
　３　農業委員会が空き家に付随する農地について調査を行う。
　４　適用するか否かの判断の後、申請者に判断結果を通知する。
　５　「農地法第３条許可申請書」（※２）を農業委員会に提出（農地所有者・農地希望者）
　６　農業委員会において、審議後、許可書を発行する。

※１　主な条件
　〇対象者
・市外からの移住者（市内に移住してから３年以内）
・空き家と当該空き家に付随する農地を同時購入する者
　（空き家購入後1年以内に取得するものまでを対象とする）
・購入した農地で常時農作業に従事する者
　〇対象農地
・市外からの移住者の就農を促進するために適当と認められる面積の農地
　（家庭菜園等、農地取得者が生産した農産物を自家消費できる程度の面積を想定）
・農地の全て又は一部が遊休農地又は、今後遊休農地になる可能性のある農地
・地域の他の農業経営に影響を与える可能性がない農地
・その他農地法第３条の権利移転要件を満たす農地

【お問い合わせ先】
　　○空き家に付随する農地に関係すること　豊岡市農業委員会事務局（0796-21-9021）
　　〇移住定住に関すること　　　　　　　　豊岡市エコバレー推進課（0796-23-4480）

※２　農地法第３条による許可を受けるためには、農地の権利取得を
　　　される方が次の全てを満たす必要があります。
　①　農地の全てを効率的に利用して耕作すること
　②　取得後の農地面積の合計が基準面積以上であること
　　　（この要件が１㎡以上になります。） 
　③　申請者または世帯員が農作業に従事すること
　④　申請農地の周辺の農地利用に影響を与えないこと
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農業委員会だより第37号は私たちが担当しま
した

農地を農地以外にする場合には、
農地法による手続きを！
●農地を農地以外にすることを「農地転用」といいます。（※）

●農地を転用する場合には、農地法の許可が必要です。
●許可を受けないで転用をしたり、許可を受けた通りに転用をしなかった場合は罰則があります。
●このような許可制度は、食料の安定供給の基盤である優良農地の確保と農業以外の土地利用との調整
を図り、農地転用を農業上の利用に支障が少ない農地に誘導することを目的として設けられています。

　（※）農地以外の例…住宅・工場等の建物敷地、資材置場、駐車場、道路、水路、山林

制度の概要
農地法 許可が必要な場合 許可申請者 許可権者

4条 農地の所有者が
農地を転用する場合

転用を行う者
（農地所有者）

都道府県知事

農地が4haを超える場合には、
農林水産大臣

（地域整備法に基づく場合を除く）
5条

農地、採草放牧地を
転用するため売買等を

行う場合

売主（農地所有者）
と

買主（転用事業者）

“八代オクラ”９月の学校給食に登場！

表紙の写真

○豊岡市農業委員会では日高町八代地区で古くから育てられ守られてきた伝統
野菜八代オクラを広く普及すべく取り組みを進めてきました。
○この度、ＪＡたじま日高営農生活センターのご尽力により今年の９月に豊岡
市立日高学校給食センターの献立に八代オクラが登場することになりました。
○今後も栽培拡大が行われ豊岡市の特産農産物になることを期待しています。

○６月12日に「八代オクラ植付け体験及び現地講習会」が、豊岡市立八代小
学校の児童を対象に八代オクラの生産者である吉岡さんの圃場で行われました。
○児童たちは吉岡さんの指導を受けながら苗を一本ずつ丁寧に植えていました。


